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本
稿
は
、
い
わ
ゆ
る
「
係
り
結
び
」
の
研
究
で
あ
る
が
、
狭
義
の
「

i
ぞ
・
な
ん
・
ゃ
・
か

1
連
体
形
」
の
場
合
と
、
「
ー
こ
そ

i
巳
然
形
」
の
場
合
に
範
囲
を
限
り
、
「
ー
は
・
も

1
終
止
形
」
に
つ
い
て
は
取
り
上
げ
て
い
な
い
。
又
、
係
助
詞
の
用
法
と
し
て
、

断
止
法
(
文
末
に
終
助
詞
的
に
用
い
る
用
法
)
が
あ
る
が
、
こ
ち
ら
の
方
は
取
り
上
げ
て
い
る
。
従
っ
て
、
厳
密
に
は
、
係
助
詞

「
ぞ
・
な
ん
・
ゃ
・
か
・
こ
そ
」
の
係
り
用
法
と
断
止
法
の
研
究
と
言
う
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
簡
潔
を
期
し
て
、
表
題
の
よ
う
に

し
た
も
の
で
あ
る
。

今
回
「
野
分
」
巻
を
選
ん
だ
の
は
、
私
の
主
催
す
る
『
源
氏
物
語
ゼ
ミ
』
と
い
う
自
主
ゼ
ミ
で
、
た
ま
た
ま
本
年
度
こ
の
巻
を
扱
っ

て
い
る
か
ら
と
い
う
単
純
な
理
由
に
よ
る
。
『
源
氏
物
語
』
五
十
四
帖
全
巻
を
ま
と
め
た
も
の
を
刊
行
で
き
る
日
を
夢
み
つ
つ
、
そ

の
一
里
塚
と
し
て
こ
こ
に
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
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「
野
分
」
の
全
文
(
和
歌
も
含
む
)
に
お
け
る
係
助
詞
「
ぞ
」

「
な
む
」
「
や
」
「
か
」
「
こ
そ
」
の
総
数
は
八
三
例
で
、
各
係
助

詞
の
比
率
は
、
次
の
表
1
の
と
お
り
で
あ
る
。
「
や
」
は
疑
問
・

反
語
の
場
合
に
限
り
、
い
わ
ゆ
る
間
投
助
詞
の
「
や
」
は
除
外

し
た
。
百
分
率
の
数
値
は
小
数
点
以
下
第
二
位
を
四
捨
五
入
し



て
あ
る
の
で
、
計
の
一
O
O
パ
ー
セ
ン
ト
の
値
に
多
少
の
誤
差

が
生
じ
る
こ
と
が
あ
る
。
全
文
の
表
か
ら
、
言
語
場
面
に
よ
り
、

和
歌
と
散
文
、
散
文
を
吏
に
地
の
文
と
話
の
文
、
地
の
文
を
又

更
に
、
会
話
文
と
心
話
文
と
い
う
具
合
に
、
次
第
に
詳
し
い
表

を
作
っ
て
見
て
行
く
こ
と
に
す
る
。

表
1

野
分
(
全
文
)

山口雄輔「文学部紀要」文教大学文学部第11-2号

ぞ

な

む

や

24 

11 

15 

用
例
数

28.9 
% 

13.3 
% 

18.1 
% 

百
分
率

カ五

こ

そ

計

23 

83 

10 12.0 
% 

27.7 
% 

100 
% 

韻
文
で
あ
る
和
歌
ほ
別
に
扱
う
こ
と
に
し
て
、
表
ー
か
ら
和

歌
を
引
い
て
、
次
の
表
2
を
作
る
。
(
「
な
む
」
「
な
ん
」
は
区

別
せ
ず
、
「
な
む
」
と
し
て
扱
っ
た
)

表
2 

野
分
(
散
文
)

ぞ

な

む

や

用
例
数

24 

11 

15 

百
分
率

29.3 
% 

13.4 
% 

18.3 
% 

カ=

こ

そ

10 12.2 
% 

L
I
 

--コロ

26.81 22 
% 

82 100 
% 

こ
こ
で
係
助
詞
を
出
現
率
順
に
並
び
か
え
、
数
字
を
一
切
な

く
し
て
、
至
極
単
純
な
表
3
を
作
っ
て
み
よ
う
。
そ
う
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
ど
の
係
助
詞
が
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
か
が
一
目

瞭
然
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
、

ω上
位
二
位
と
、
日
最

上
位
お
よ
び
最
下
位
に
着
目
し
た
型
の
名
を
付
し
て
お
く
。

表
3

野
分
(
散
文
に
お
け
る
係
助
詞
出
現
順
位
)

位

位

位

位

五

位

四

係

助

詞

ぞ

む

か

や

な

' L-

そ

ωぞ
ー
こ
そ

倒
ぞ
l

か
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上
位
型

遠
隔
型

表
2
・
3
に
よ
れ
ば
、
「
野
分
」
の
、
和
歌
を
除
く
散
文
中

に
お
い
て
、
係
助
詞
「
ぞ
」
「
な
む
」
「
や
」
(
紛
ら
わ
し
い
が

間
投
助
詞
「
や
」
は
除
外
し
た
)
「
か
」
「
こ
そ
」
の
総
数
は
八

二
例
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
「
ぞ
」
の
使
用
率
二
九
・
三
%
(
二

四
例
)
が
最
も
高
く
、
「
こ
そ
」
が
二
六
・
八
%
(
二
二
例
)

で
そ
れ
に
次
ぎ
、
こ
の
「
ぞ
」
と
「
こ
そ
」
の
二
種
の
係
助
詞

だ
け
で
既
に
五
O
%
を
上
回
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
分
布
の

型
を

ωぞ
ー
こ
そ
上
位
型
と
呼
ん
で
お
く
。
更
に
、
「
や
」
が

ぐ
っ
と
引
き
離
さ
れ
た
一
八
・
三
%
(
一
五
例
)
で
中
位
を
保
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ち
、
「
な
む
」
が
一
三
・
四
%
(
一
一
例
)
、
「
か
」
が
一
二
・

二
%
(
一

O
例
)
と
つ
づ
い
て
い
る
。
最
上
位
の
「
ぞ
」
と
は

か
な
り
隔
た
っ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
、
仮
に
、
倒
ぞ

i
か
遠

隔
型
と
呼
ん
で
お
く
。

こ
こ
で
、
係
助
詞
の
出
現
す
る
場
面
を
、
い
わ
ゆ
る
言
語
場
面

に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
の
出
現
率
を
見
る
こ
と
に
す
る
。
こ

こ
で
一
一
一
一
口
う
言
語
場
面
と
は
、
地
の
文
と
会
話
文
と
心
話
文
(
心

中
思
惟
)
の
三
場
面
で
あ
る
。
消
息
又
は
話
の
文
に
含
め
る
。

表
4

野
分
(
散
文
言
語
場
面
別
)

百分率
ぷ嘉文益、 '話文し、

地
計 の

文

29.3 24 13.2 5123.5 4155.6 15 ぞ
% % % % 

1% 3.4 11 28.9 
(3) 
1¥ 0 。。 0 な

(3) % % % 
む

18.3 15 18.4 7123.5 4114.8 4 や
% % % % 

12.2 10 7.9 31% 7.6 3114.8 4 か
% % % 

26.8 22 31.6 12 3% 5.3 6I% 4.8 41~ 
% % 

そ

100 
(832 ) 
100 38 100 17 100 27 言十

% % (3) % % 
」ーーーーー

け
内
は
消
息
文
の
数

表
4
は
、
用
例
数
と
百
分
率
の
数
値
が
交
互
に
並
ん
で
い
る

た
め
に
か
え
っ
て
読
み
取
り
に
く
い
こ
と
も
あ
る
の
で
、
表
2

か
ら
表
3
を
作
っ
た
よ
う
に
、
数
字
ぬ
き
の
単
純
な
表
5
を
作

る。
表
5 

野
分
(
言
語
場
面
別
出
現
順
位
)

妻会 話ι文、 地の
文

L甲， L甲， 一
ぞ

そ そ 位

な
かや
一

やぞ
む そ 位

'1 --'-

や
位

四
ぞ カョ

位

五
か

位

4

0

 

拓

剣

山

，・ー・、〆，‘、

こ
の
よ
う
に
言
語
場
面
別
の
表
を
作
っ
て
比
べ
て
見
る
と
、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
各
係
助
詞
の
出
現
順
位
が
、
言
語
場
面

に
よ
っ
て
大
き
く
変
動
す
る
。

地
の
文
に
は
客
観
的
に
指
示
す
る
性
質
を
持
つ
と
言
わ
れ
る

「
ぞ
」
が
最
上
位
に
進
出
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
一
例
を
掲
げ

て
お
く
。

0
唯
は
ひ
渡
り
給
ふ
程
ぞ
、
ふ
と
見
え
た
る
。
国
六
二
⑫

心
話
文
で
は
、
指
示
す
る
力
の
程
度
が
最
も
強
い
と
言
わ
れ



る
、
強
調
の
「
こ
そ
」
が
最
上
位
に
進
出
し
て
い
る
。

コ
汁
4
/
¥

。

一
例
を

山口雄輔

0

「
さ
に
こ
そ
は
あ
ら
め
」
と
思
ふ
に
回
五
五
③
ハ
話
主
!

タ
霧
中
将
)

会
話
文
で
は
、
「
こ
そ
」
に
次
い
で
、
語
り
か
け
る
性
質
を

持
つ
と
言
わ
れ
る
「
な
む
」
が
上
位
二
位
を
占
め
て
い
る
。
そ

の
「
な
む
」
の
例
を
一
つ
。

0

「
ま
だ
、
あ
な
た
に
な
む
、
お
は
し
ま
す
。
園
六

O
⑫

(
話
主

i
御
乳
母
)

例
に
よ
っ
て
、
上
位
二
位
に
注
目
し
た
型
の
名
称
を

ω、
最

上
位
と
最
下
位
に
注
目
し
た
名
称
を
倒
と
し
て
次
に
示
す
。

「

や
一

ωぞ
ー

か

上

位

型

地
の
文
{一
ア

」

Z
L

{
倒
(
上
位
集
中
)

;

:

一

ωこ
そ

1
1
上
位
型

心
語
文
A

キ

{
倒
(
上
位
集
中
)

ωこ
そ
!
な
む
上
位
型

倒
こ
そ

l
か

遠

隔

型

「文学部紀要」文教大学文学部第11-2号

会
話
文

こ
れ
に
よ
っ
て
、
表
5
で
も
読
み
取
れ
た
こ
と
が
一
層
歴
然

と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

表
5
に
よ
っ
て
、
ど
の
言
語
場
面
に
は
ど
ん
な
出
現
順
位
で

各
係
助
詞
が
並
ぶ
か
を
見
た
わ
け
だ
が
、
今
度
は
逆
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
係
助
詞
が
ど
の
言
語
場
面
に
よ
く
出
現
す
る
か
し
な
い

か
を
見
る
た
め
に
、
表
6
を
作
る
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
縦
に

比
率
を
見
る
の
で
は
な
く
、
横
に
比
率
を
見
る
よ
う
に
し
た
。

表
6

野
分
(
散
文
係
助
詞
出
現
順
位
)

百分率 要
地

計
文の

100 24 2% 0.8 5116.7 4162.5 15 ぞ
% % % 

100 11 100 11 。。。 。な|
% % % % 

む

100 15 46.7 7126.7 4126.7 4 や
% % % % 

100 10 3% 0.0 3130.0 3140.0 4 か
% % % 

100 22 54.5 12 27.3 6118.2 41';" 
% % % % 

そ

100 82 46.3 38 20.7 17 32.9 27 目十
% % % % 
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υ
内
は
消
息
文
の
数

表
6
に
よ
っ
て
、
「
ぞ
」
な
ら
「
ぞ
」
が
地
の
文
に
多
い
と
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い
う
の
も
、
百
分
率
の
数
値
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ

ち
、
「
ぞ
」
は
地
の
文
だ
け
で
他
の
言
語
場
面
を
圧
し
て
六
二
・

五
%
も
占
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
「
な
む
」
は
会
話
文
に

し
か
見
ら
れ
な
い
。
「
や
」
は
会
話
文
に
多
い
と
言
っ
て
も
半

分
以
下
の
四
六
・
七
%
で
し
か
な
い
。
「
か
」
は
地
の
文
に
や

や
多
く
四
O
%
で
あ
る
。
「
こ
そ
」
が
会
話
文
の
半
数
を
上
回

る
五
四
・
五
%
を
占
め
て
い
る
。
例
に
よ
っ
て
、
数
字
を
除
い

た
単
純
化
の
作
業
を
行
い
表
7
を
得
る
。
係
助
詞
別
の
言
語
場

面
の
出
現
順
位
で
あ
る
。

表
7

野
分
(
係
助
詞
別
)

全 L甲e な

か や ぞ?

体 そ む

~ メ~ミ 地 メヱbミ、 ~ミ 地 一
言古 話 の 言吉 話 の

文 文 文 文 文 文 位

地 J乙、 三，、三 Jl、J、心地 ~ 一
の 話 話話 話の 5古
文 文 文文 文文 文 位

JL'、 地 JL、

言言 の 話

文 文 文 位

表
7
で
す
ぐ
気
付
く
こ
と
は
、
全
体
で
会
話
文
が
最
上
位
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最
上
位
の
す
べ
て
が
会
話
文
で
あ
る

と
は
限
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
語
り
か
け
る
性
質
の

「
な
む
」
で
、
会
話
文
が
一
位
に
く
る
の
は
当
然
に
し
て
も
、

「
こ
そ
」
の
場
合
も
会
話
文
が
一
位
に
き
て
い
る
。
「
ぞ
」
の
一

位
は
地
の
文
で
あ
る
。
「
こ
そ
」
は
主
観
的
、
「
ぞ
」
は
客
観
的

と
い
う
性
質
で
一
応
の
説
明
は
っ
き
そ
う
で
あ
る
。

次
に
係
助
詞
の
文
法
的
用
法
、
つ
ま
り
、
各
係
助
詞
に
対
応

す
る
結
び
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
調
べ
た
結

果
を
示
す
。
文
末
に
く
る
係
助
詞
の
、
終
助
詞
的
用
法
を
認
め

る
立
場
に
立
っ
て
、
通
常
の
係
り
用
法
に
対
し
て
特
に
断
止
法

と
し
て
扱
う
。
係
り
用
法
を
、
結
び
の
活
用
語
の
品
詞
に
よ
っ

て
、
動
詞
、
補
助
動
詞
(
待
遇
表
現
に
限
定
)
、
形
容
詞
、
形

容
動
詞
、
助
動
詞
、
名
詞
、
副
詞
に
分
け
、
更
に
結
び
の
省
略

用
法
と
消
去
用
法
(
い
わ
ゆ
る
結
び
の
流
れ
)
の
項
を
設
け
る

こ
と
に
す
る
。

-352-

(41) 



表
8 

野
分
(
散
文

全
用
法
)

山口雄輔

百分率
総 L甲4 な

カ〉 や ぞ
数 そ む

13.4% 11 5 1 4 動 詞

9.8% 8 2 1 1 4 補助動詞
係

2.4% 2 2 形容詞

形容動詞 り

43.9% 36(1) 13 7 4 4(1) 8 助動詞

名 5司 用

高リ 詞
法

15.9% 13(2) 1 6 15(2) I 省略用法

1.2% 1 1 消去用法

13.4% 11 2 3 6 断 止 法

100% 82(3) 22 10 15 11(3) 24 メEL1 言十

「文学部紀要J文教大学文学部第11-2号

係
り
用
法
の
う
ち
、
結
び
に
用
一
一
一
一
口
を
と
る
も
の
は
動
詞
に
一

一
二
・
四
%
が
見
ら
れ
る
他
は
形
容
詞
に
二
・
四
%
、
形
容
動
詞

で
は
皆
無
と
、
あ
ま
り
多
く
な
い
。
助
動
詞
を
結
び
と
す
る
も

の
は
四
三
・
九
%
で
全
体
の
半
分
近
い
。
結
び
の
省
略
用
法
は

助
動
詞
に
次
ぐ
高
率
と
言
っ
て
も
一
五
・
四
%
で
し
か
な
く
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
「
な
む
」
と
「
ゃ
い
で
あ
る
。
結
び
の
消
去

用
法
、
い
わ
ゆ
る
「
結
び
の
流
れ
る
」
用
法
は
一
・
二
%
と
か

な
り
少
な
く
、
「
ぞ
」
に
一
例
が
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
断

止
法
は
一
三
・
四
%
で
、
動
詞
と
並
ぶ
使
用
率
で
あ
る
。
補
助

動
詞
の
九
・
八
%
は
待
遇
表
現
な
の
で
、
係
り
結
び
と
敬
語
の

聞
に
相
関
関
係
が
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
重
要
な
問
題
を
は
ら

ん
で
い
る
の
で
後
に
改
め
て
述
べ
る
。

そ
れ
で
は
こ
れ
か
ら
、
各
係
助
詞
の
用
法
の
展
開
を
、
実
例

に
即
し
て
見
て
行
く
こ
と
に
す
る
。
「
ぞ
」
「
な
む
」
「
や
」
「
か
」

「
こ
そ
」
の
順
に
、
三
つ
の
言
語
場
面
別
の
表
を
作
り
、
係
助

詞
の
用
法
を
ま
ず
大
き
く
、

I

係
り
用
法

E

断
止
法

の
二
つ
に
分
け
、
ー
の
係
り
用
法
を
、
付
結
び
の
語
が
用
言
の

場
合
、
三
つ
の
品
詞
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
代
表
的
な
用
例
を
掲
げ
る

が
、
皆
無
の
場
合
も
そ
の
旨
を
断
っ
て
進
め
る
。
名
詞
・
副
詞

な
ど
の
特
殊
な
例
は
「
野
分
」
に
は
見
当
た
ら
ず
、
従
っ
て
そ

れ
ら
の
項
は
成
立
し
な
い
。
た
だ
し
、
他
の
巻
や
他
作
品
と
の

比
較
を
考
慮
し
て
表
に
は
空
欄
を
設
け
る
。
助
動
詞
は
数
も
多

い
の
で
、
改
め
て
口
と
し
て
、
助
動
詞
の
種
類
別
に
例
を
掲
げ

る
。
結
び
の
省
略
用
法
を
日
、
消
去
用
法
を
倒
と
す
る
。
回
一
と
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し
て
結
び
に
敬
語
の
補
助
動
詞
が
く
る
場
合
、

H
の
断
止
法
で

は
、
い
わ
ゆ
る
終
助
詞
的
な
用
法
に
つ
い
て
述
べ
る
。

表
9

野
分
(
散
文
)

『源氏物語』係結小考

百分率

三J:J、
費会 心話文

地
の ぞ

言十 文

100% 4 125.0% 1 125.0% l 50% 2 動 言司

100% 4 100% 4 補助動詞
係

形容詞

形容動調 り

100% 8 112.5% 87.5% 7 助動詞

名 調 用

冨リ 詞
法

100% l 100% 

100% 100% 消去用法

100% 6 33.3% 2 150.0% 3 16.7% 断止法

100% 24 20.8% 5 116.7% 4 62.5% 15 合計

係
り
用
法

付
結
び
が
用
言
の
場
合

「
ぞ
」
の
係
り
用
法
を
表
9
で
見
る
と
、
地
の
文
に
集
中
し

て
い
て
、
助
動
詞
が
ほ
ぼ
半
数
を
占
め
、
用
言
で
は
動
詞
に
二

例
、
形
容
詞
・
形
容
動
詞
は
見
当
た
ら
な
い
。
動
詞
・
助
動
詞

か
ら
一
例
ず
つ
引
く
。

O
御
乳
母
ぞ
、
き
こ
ゆ
る
。
国
六

O
⑭

O
唯
は
ひ
渡
り
給
ふ
程
ぞ
、
ふ
と
見
え
た
る
。
固
六
二
⑫

表
叩
野
分
(
散
文
)

I 率百分
{i!; 
会要 ι話文、 地 なむの

計 文

100% 1 1100% 1 動 詞

100% 1町 100% l 補助動詞
係

形容詞

形容動詞り

100% 4(1) 100% 4(1) 助動調

名 詞用

MIJ 言司

100% 5(1) 100% 5(2) 省略用法
法

消去用法

断止法

100% 11(3) 100% 11(2) 。%O 0%10 合計

-350 
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表
叩
に
よ
っ
て
「
な
む
」
の
係
り
用
法
を
見
る
。

地
の
文
・
心
話
文
に
は
一
例
も
見
当
た
ら
ず
、
会
話
文
に
お
い

て
、
動
詞
が
一
例
、
助
動
詞
が
四
例
、
省
略
用
法
が
五
例
出
現

し
て
い
る
。
動
詞
の
一
例
を
引
く
。

0

「
ま
だ
、
あ
な
た
に
な
む
、

(
話
主
l

御
乳
母
)

表
竹
野
分
(
散
文
)

お
は
し
ま
す
よ
国
六

O
⑫

「文学部紀要」文教大学文学部第11-2号

率百分

メJ::I泊、

童文 要
地
の や

計 文

100% 1 1100% 1 動 詞

100% 1 1100% l 補助動調

係
形容調

形容動詞 り

100% 41 50% 2 50% 2 助動調

名 言司 用

高リ 詞
法

100% 6116.7% 1 150.0% 3 33.3% 2 省略用法

消去用法

100% 3166.7% 2 33.3% l 断止 法

100% 15 46.7% 7 26.7% 4 26.7% 4 メEコ』 言十

表
口
に
よ
っ
て
「
や
」
の
係
り
用
法
を
見
る
。

心
話
文
に
お
け
る
結
び
の
省
略
用
法
が
三
例
目
立
つ
だ
け
で
、

あ
と
は
ど
れ
も
一
例
か
二
例
散
見
す
る
く
ら
い
で
あ
る
。
省
略

用
法
の
一
例
を
引
く
。

「
何
事
ぞ
や
回
五
一
②
(
話
主
l

夕
霧
中
将
)

O 表
12 

野
分
(
散
文
)

百分率
s-
メ話文~ J話文L、 地

の か
計 文

動 言司

補助動調
係

形容詞

形容動詞 り

100% 7128.6% 2 28.6% 2 42.8% 3 助動詞

名 言司 用

高4 詞
法

100% 100% 省略用法

消去用法

100% 2150.0% 1 50.0% 1 断止 法

100% 10 30.0% 3 30.0% 3 40.0% 4 s-コ 言十

-349-
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表
口
を
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
「
か
」
の
係
り
用
法
に
お
け
る

用
言
の
項
は
全
く
空
欄
で
あ
り
、
助
動
詞
に
計
七
例
、
心
話
文
に

省
略
用
法
が
一
例
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
そ
の
一
例
を
引
く
。

0

「
あ
や
し
の
わ
ざ
や
。
親
子
と
き
こ
え
な
が
ら
、
か
く
、

ふ
と
こ
ろ
は
な
れ
ず
、
物
ち
か
h

る
べ
き
ほ
ど
か
は
」
と
、
目

と
ま
り
ぬ
。
囚
五
八
⑦
(
話
主
l

夕
霧
中
将
)

表
日
野
分
(
散
文
)

『源氏物語』係結小考

百分率
メEL3 

要
地 ι甲ー

の
計 文 そ

100% 5160.0% 3120.0% 1120.0% 1 動 言司

100% 2150.0% 1 50.0% l 補助動詞
係

100% 2 100% 2 形容詞

形容動詞 り

100% 13 61.5% 8123.1% 3 15.4% 2 助動詞

用名 言司

面q 言司
法

省略用法

消去用法

断止 法

100% 22 54.5% 12 27.3% 6 18.2% 4 メEL3 計
ーーーームーーーーー一一ー

表
日
に
よ
っ
て
「
こ
そ
」
の
係
り
用
法
を
見
る
。
助
動
詞
の
多

用
ぶ
り
が
目
立
つ
他
は
、
会
話
文
に
お
け
る
動
詞
が
三
例
、
心
話

文
の
形
容
詞
が
二
例
、
他
は
一
例
ず
つ
散
見
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。

O

あ
ら
は
に
も
こ
そ
あ
れ
」
園
四
七
⑦
(
話
主
|
お
と
ど

「
源
氏
」
)

野分(結びの助動調一覧)

百 メELコ こそ カョ や なむ ぞ

分
心話文
地嘉文メ~
要
地
心話文
地言文ぷ3、
心話文
地
文心話
地

の の の の の
率 3十 文 文 文 文 文

2.8%11 lらる 自発

5.6% 212 つ

2.8%11 1 ぬ 完了

2.8%11 111:こり

5.6% 212 き
過去

33.3% 12 31111 2 5けり

2.8%11 1 なり 断定

5.6%12 1 l けむ

33.3% 12 112 212 311 1 む 推量

5.6%12 1 めり

100% 36 813 212 21312 214 1 7 合計

-348-

(45) 

表14



山口雄輔

表
M
は
、
圧
倒
的
に
優
勢
で
あ
る
結
び
の
助
動
詞
の
場
合
を
、

助
動
詞
の
種
類
別
に
三
つ
の
言
語
場
面
も
考
慮
し
て
表
に
し
た

も
の
で
あ
る
。

「
野
分
」
(
散
文
)
に
お
け
る
結
び
の
助
動
詞
の
総
数
は
、

既
に
表
8
に
も
記
さ
れ
た
と
お
り
三
六
例
で
あ
る
。
「
ら
る
」

「
つ
」
「
ぬ
」
「
た
り
」
「
き
」
「
け
り
」
「
な
り
」
「
け
む
」
「
む
L

「
め
り
」
の
一

O
種
の
助
動
詞
が
、
係
り
用
法
の
結
び
と
し
て

用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
「
け
り
」
と
「
む
」
が
優
勢

で
、
共
に
三
六
例
中
一
二
例
、
三
三
・
三
%
を
占
め
て
い
る
。

そ
れ
も
「
け
り
」
は
「
ぞ
」
の
地
の
文
に
、
「
む
」
は
「
か
」

の
地
の
文
に
比
較
的
多
く
出
現
し
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
そ
れ

ら
の
用
例
を
各
助
動
詞
に
つ
い
て
一
例
ず
つ
掲
げ
て
お
く
。

田
川
凶

o
露
の
か
h

れ
る
夕
映
ぞ
、
ふ
と
、
思
ひ
で
ら
る
〉
。
圃
五

九
②

門
川
U

O

「
こ
、
ご
り
の
齢
に
、
ま
だ
、
か
〈
騒
が
し
き
野
分
に
こ
そ
、

あ
は
ざ
り
つ
れ
」
園
四
九
⑪
(
話
主
!
大
宮
)

円
凶

U

O

い
ま
な
む
、
な
ぐ
さ
み
侍
り
ぬ
る
」
園
消
息
五
四
⑭
(
話

「文学部紀要」文教大学文学部第11-2号

主
l

夕
霧
中
将
)

阿
川
凶

O

唯
は
ひ
渡
り
給
ふ
程
ぞ
、
ふ
と
見
え
た
る
。
園
六
二
⑫

門
同
じ

o
「
ほ
と
/
¥
し
く
こ
そ
、
吹
き
み
だ
り
侍
り
し
か
」
園
六

一
④
(
話
主

l
女
房
達
)

同
ハ
凶

0

「
紙
の
色
に
こ
そ
、
と
〉
の
へ
侍
り
け
れ
」
国
六
二
②

(
話
主
i

女
房
達
)

岡
ハ
凶

0
中
将
の
聾
づ
く
る
に
ぞ
あ
な
る
。
箇
五
一
⑬
(
話
主
!
お

と
ど
「
源
氏
」
)

同
ハ
凶

O

ひ
が
耳
に
ゃ
あ
り
け
ん
。
園
五
九
⑬

門
川
〕

O

い
か
な
る
こ
と
に
か
あ
ら
む
。
回
五
八
⑫
(
話
主
l

夕
霧

中
将
)

岡
ハ
凶

o
衰
へ
に
て
な
む
侍
め
る
。
園
六
三
⑮
(
話
主
l

内
の
大
臣
)

ワ

t

、Bj

s
ι
Z
F
o
 

n
d
a
n
τ
 〆，、、



同
結
び
の
省
略
用
法

次
に
、
係
り
用
法
の
中
の
い
わ
ゆ
る
「
結
び
な
し
」
の
場
合

に
つ
い
て
述
べ
る
。
「
結
び
な
し
」
に
は
結
び
の
省
略
用
法
と

消
去
用
法
と
が
あ
る
が
、
先
ず
、
結
び
の
省
略
用
法
の
表
日
を

掲
げ
る
。

表
向

野
分
(
省
略
用
法
)

『源氏物語』係結小考

13 
、甲M・ な

カョ や ぞ

そ む

メコ=』= Jし、 地 ムヱミ、JL、地 ムヨミ、JL、地 ムコミ Jし、 地 ムヱミ JL、地

計
5舌言古 の 5古言古 の 言古 言古 の 話 言吉 の 言舌 3百の
文 文 文 文 文 文 文 文 文 文 文 文 文 文 文

1 いふ系

10 1 1 13 1 13 1 あり系

2 2 その他

13 1 1 13 215 1 計
一」ー

結
び
の
省
略
用
法
は
、
省
略
さ
れ
た
語
の
性
質
に
よ
っ
て
三

つ
の
場
合
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
が
引
用
の
格
助

詞
「
と
」
に
つ
い
て
、
「
と
ぞ
」
「
と
な
む
」
「
と
や
」
「
と
こ
そ
」

な
ど
の
形
で
、
「
言
ふ
」
を
省
略
す
る
場
合
で
あ
る
。
「
コ
コ
言
一

に
限
，
ら
り
ず
、
「
(
歌
を
)
読
む
・
詠
む
」
、
あ
る
い
は
そ
う
い
う

も
の
に
助
動
詞
の
つ
い
た
「
よ
み
け
る
」
な
ど
も
一
括
し
て

「
い
ふ
系
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
こ
の
「
い
ふ
系
」
に
対
し

て
、
「
あ
り
」
を
主
と
す
る
ラ
変
系
の
動
詞
(
敬
体
の
「
侍
り
」

も
含
む
)
を
省
略
す
る
場
合
を
「
あ
り
系
」
、
そ
れ
以
外
の
一

般
の
動
詞
を
省
略
す
る
場
合
を
「
す
系
」
と
し
て
お
く
。
表
で

は
単
に
「
そ
の
他
」
と
し
て
あ
る
。

表
日
に
よ
れ
ば
、
あ
り
系
は
、
「
こ
そ
」
を
除
く
四
種
の
係

助
詞
に
出
現
し
、
い
ふ
系
は
「
や
」
の
地
の
文
に
の
み
、
す
系

は
「
な
む
」
の
会
話
文
に
の
み
出
現
し
て
い
る
。
一
二
つ
の
系
の

そ
れ
ぞ
れ
の
係
助
詞
か
ら
一
例
ず
つ
引
い
て
お
く
。

同
凶
困

O

き
こ
え
給
ふ
と
や
。
回
六
四
⑧

岡
川
因

。
「
い
か
に
ぞ
。
昨
夜
、
宮
は
、
ま
ろ
喜
び
た
ま
ひ
き
や
」

園
五
二
⑦
(
話
主
!
お
と
Y
)
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「
そ
れ
な
ん
。
園
六
四
⑦
(
話
主
i

内
の
大
臣
)

「
『
も
し
、
か
、
る
こ
と
も
や
』
と
思
す
な
り
け
り
」
と

思
ふ
に
、
け
は
ひ
お
そ
ろ
し
う
て
、
回
四
七
③
(
話
主
!

源
氏
)

0

「
あ
や
し
の
わ
ざ
や
。
親
子
と
き
こ
え
な
が
ら
、
か
く
、

ふ
と
こ
ろ
は
な
れ
ず
、
物
ち
か
〉
る
べ
き
ほ
ど
か
は
」
と
、

目
と
ま
り
ぬ
。
回
五
八
⑦
(
話
主

l
タ
霧
中
将
)

同
日
因

。
宮
の
、
い
と
も
、
心
苦
し
う
思
い
た
り
し
か
ば
な
む
。
国

六
O
⑬
(
話
主

l
タ
霧
中
将
)

O O 

「文学部紀要」文教大学文学部第11-2号

表
16 

野
分
(
消
去
用
法
)

lE3 L 

tョ な

か や ぞ

そ む

メヱbミ、Jし、 地 メ~ JL、地 メヱEミh JL、地 メヱミミ Jし、 地 ムZ三、Jし、 地

計 5百5吉の 言吉3吉の 言古 言吉 の E古言苦 の 言吉 言吉 の

文 文 文 文 文 文 文 文 文 文 文 文 文 文 文

l接続助詞!

体言

中止法

係助調

修 百字

1 計
L 

必
川
町

q
u
f
v
 

「
結
び
な
し
」
の
も
う
一
つ
の
用
法
、
結
び
の
消
去
法
は
、

「
野
分
」
で
は
、
表
日
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
わ
ず
か
一
例
が
、

地
の
文
の
「
ぞ
」
で
接
続
助
詞
で
流
れ
て
い
る
例
が
見
ら
れ
る
。

そ
の
一
例
を
引
く
。

0

内
裏
の
御
物
忌
な
ど
に
、
え
さ
ら
ず
籍
り
給
ふ
べ
き
日
よ



り
ほ
か
は
、
い
そ
が
し
き
お
ほ
や
け
ご
と
・
節
舎
な
ど
の
、

暇
い
る
べ
く
、
こ
と
し
げ
き
に
あ
は
せ
て
も
、
ま
づ
、
こ

の
院
に
ま
ゐ
り
、
宮
よ
り
ぞ
い
で
給
ひ
け
れ
ば
、
ま
し
て
、

今
日
、
か
か
る
空
の
気
色
に
よ
り
、
風
の
さ
ま
に
あ
く
が

れ
歩
き
給
ふ
も
、
あ
は
れ
に
見
ゆ
。
園
四
九
⑧

表

η
野
分
(
補
助
動
詞
敬
語
)

表
口
は
、
結
び
に
敬
意
を
表
す
補
助
動
調
が
来
て
い
る
例
だ

け
を
集
め
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
係
り
結
び
と
待
遇
表
現

に
相
関
関
係
が
あ
る
か
ど
う
か
知
り
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

何
分
に
も
数
が
さ
し
て
多
く
な
い
の
で
、
表
作
m
と
同
様
空
欄
が

多
い
が
、
他
の
巻
と
の
比
較
を
考
慮
し
て
項
目
は
減
ら
さ
な
か
っ

た。

『源氏物語』係結小考

メEL3 

L甲， な

か や ぞ

そ む

メヱミh Jし、 地 βヱミ、』乙、 地 ムヱミ Jし、 地 ~ Jし、 地 ムヱミ Jし、 地

計 5吉話 の言吉 言舌 の 話 言百 の 話5吉の 言吉 言吉 の
文 文 文 文 文 文 文 文 文 文 文 文 文 文 文

5 1 4尊敬語

'謙譲語

311 1 丁寧語

811 1 1 1 4 計
' 」 L-

表
口
に
よ
れ
ば
、
全
部
で
八
例
し
か
な
く
、
そ
の
う
ち
の
四

例
は
「
ぞ
」
の
地
の
文
に
お
け
る
尊
敬
語
で
占
め
ら
れ
、
あ
と

は
一
例
ず
つ
散
見
す
る
の
み
で
あ
る
。
例
を
引
く
。

闇
附
国

O

こ
れ
よ
り
ぞ
、
わ
た
り
給
ふ
。
圃
五
九
⑭

O

檎
き
口
つ
き
こ
そ
、
も
の
し
給
へ
圏
六
一
⑭

問
問
閏

O

見
苦
し
き
こ
と
に
な
ん
は
ベ
る
。
園
六
回
⑦
(
話
主

l

内
の
大
臣
)

O

こ
と
《
¥
し
か
ら
ぬ
紙
や
侍
る
。
国
六
一
⑦
(
話
主

l
タ

霧
中
将
)

O

は
か
な
き
こ
と
に
つ
け
て
も
、
涙
も
ろ
に
も
の
し
給
へ
ば
、

い
と
、
ふ
び
ん
に
こ
そ
侍
れ
」
園
五
二
⑨
(
話
主

l
夕
霧

中
将
)

-344-

(49) 
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断
止
法

表
8
に
よ
れ
ば
断
止
法
は
一
一
例
で
、
全
用
法
の
一
三
・
四

%
で
あ
る
。
「
ぞ
」
に
六
例
、
「
や
」
に
三
例
~
「
か
」
に
二
例

あ
っ
て
「
な
む
」
と
「
こ
そ
」
の
断
止
法
は
見
あ
た
ら
な
い
。

そ
れ
ぞ
れ
の
係
助
詞
か
ら
一
例
ず
つ
引
く
。

O

き
〉
よ
く
も
あ
ら
ず
ぞ
。
園
五
九
⑬

O

昨
夜
、
宮
は
ま
ち
喜
び
た
ま
ひ
き
や
」
国
立
二
⑦
(
話
主
|

お
と
ど
)

0

中
将
の
下
襲
か
。
国
六

O
②
(
話
主

l
お
と
ど
)

E 
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三

こ
こ
か
ら
和
歌
の
場
合
に
入
る
。

表
叩
野
分
(
和
歌
)

百分率 用例数

ぞ

な

む

や

カE

l... 

100 1 
% そ

100 l 計
% 
」ー一

「
野
分
」
に
は
四
首
の
和
歌
が
見
え
る
が
、
係
助
詞
を
含
む

も
の
は
「
こ
そ
」
に
一
首
が
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
そ
の
例

を
引
く
。

O

吹
き
み
だ
る
風
の
け
し
き
に
女
郎
花
し
を
れ
し
ぬ
べ
き
心

ち
こ
そ
す
れ
間
五
九
⑦

玉
霊
の
詠
。

何
分
に
も
数
が
少
な
く
一
例
の
み
で
は
出
現
順
位
の
つ
け
よ

う
も
な
い
が
、
他
の
巻
と
の
比
較
を
考
慮
し
て
出
現
順
位
の
表

5
を
次
の
よ
う
に
掲
げ
て
お
く
。

表
初
野
分
(
和
歌
に
お
け
る
係
助
詞
出
現
順
位
)

位

刊
旬
刊
川

q
u
ρ
い
日

位

五

位

位

四

位

係

助

詞

ー，
l... 

そ

次
に
、
和
歌
に
お
け
る
係
助
詞
の
使
用
数
を
散
文
の
そ
れ
と

対
比
さ
せ
た
出
現
率
を
見
て
お
く
。

表
引
野
分
(
散
文
と
の
対
比
に
お
け
る
出
現
率
)

①
散
文
に
お
け
る
係
助
調

82 

②
和
歌
に
お
け
る
係
助
詞

②
の
①
に
対
す
る
百
分
率

1.2 
% 

次
に
、
和
歌
に
お
け
る
係
助
認
の
使
用
数
と
総
歌
数
と
の
割



合
を
見
る
こ
と
に
す
る
。
そ
の
際
、
参
考
ま
で
に
、
「
伊
勢
物

語
』
に
お
け
る
同
様
の
数
値
を
併
記
し
て
お
く
。

表
22 

野
分
(
総
歌
数
に
対
す
る
比
率
)

『源氏物語』係結小考

② 

書歌 ① 総の

お
tj 歌

使用数る

数

45.6 94 206 襲警
% 

野

25.0 1 4 
% 分

「
野
分
」
の
和
歌
に
お
け
る
使
用
数
の

1
と
い
う
数
値
は
、

僅
か
な
数
で
は
あ
っ
て
も
、
比
率
と
し
て
見
れ
ば
、
歌
物
語
と

呼
ば
れ
る
『
伊
勢
物
語
』
の
四
五
・
六
%
と
い
う
数
値
に
対
し

て
、
『
源
氏
物
語
』
「
野
分
」
の
二
五
・
O
%
は
、
さ
ほ
ど
低
い

値
で
は
な
い
。

こ
こ
で
、
他
の
巻
や
、
他
作
品
と
の
比
較
を
考
慮
し
て
、
い

わ
ゆ
る
確
定
の
係
助
詞
「
ぞ
」
「
こ
そ
」
の
場
合
と
、
疑
問
の

係
助
詞
「
や
」
「
か
」
(
た
だ
し
「
野
分
」
に
出
現
す
る
の
は

「
こ
そ
」
の
み
で
あ
る
の
だ
が
)
の
場
合
に
合
け
て
、
そ
れ
ぞ

れ
表
お
・
表
M
を
作
成
し
て
お
く
。
こ
こ
で
も
『
伊
勢
物
語
』

に
お
け
る
同
様
の
数
値
を
併
記
し
て
お
こ
う
。

表
23 

野
分
(
和
歌
に
お
け
る
確
定
の
係
助
詞
)

② 

量定 ① 総の

① 対す
の

係助詞使塁
歌

百分率る

数

26.7 55 206 事物
% 

野

25.0 1 4 
% 分

表
24 

野
分
(
和
歌
に
お
け
る
疑
問
の
係
助
詞
)

② 震① 総の、

の

係書使数
歌

数

18.9 39 206 富物語
% 

野。。4 
% 分

ワ
u

、j

s且
τ

1

i
に

υ

q
u
 
〆，、、

表明
ω
は
、
『
伊
勢
物
語
』
と
「
野
分
」
の
和
歌
に
現
れ
た
確

定
の
係
助
詞
の
数
の
、
総
歌
数
に
対
す
る
割
合
を
示
し
た
も
の

で
あ
る
。
『
伊
勢
』
の
確
定
の
係
助
詞
使
用
数
は
五
五
例
で
あ

り
、
総
歌
数
二
O
六
首
に
対
す
る
割
合
は
二
六
・
七
%
で
あ
る
。

「
野
分
」
で
は
総
歌
数
四
首
に
対
し
て
、
確
定
の
係
助
詞
は
一

例
で
あ
る
か
ら
、
割
合
と
し
て
は
、
『
伊
勢
』
に
近
い
二
五
・

0
%
と
い
う
数
値
に
な
る
。

表
M
は
、
疑
問
の
係
助
詞
の
場
合
で
あ
る
。
『
伊
勢
』
の
疑



聞
の
係
助
詞
使
用
数
は
三
九
例
で
あ
り
、
総
歌
数
に
対
す
る
割

合
は
一
八
・
九
%
で
あ
る
。
一
方
、
「
野
分
」
に
お
け
る
疑
問

の
係
助
詞
は
零
で
あ
る
か
ら
、
総
歌
数
に
対
す
る
割
合
も
O
%

で
あ
る
。
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